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あとがき 

 ついこの間までは暑い暑い夏と思っていたが、秋はドプラー効果的にやって来た。研究発表はかなり

高度なものが増えてきた。論文の査読も燈火親しむレベルでの読み込みでは骨が折れる優秀な論文が

増えている。かかる優秀な論文に対して学会賞がもうけられたことは会員の皆様はご承知の如くであり

ます。 

 その審査委員の構成メンバーは7 名で、学会庶務担当の荒川先生、会計担当の平塚先生と、その年

の当番会長（今度は梅田先生）に加えて、編集委員から奥田編集委員長、臨床から朝倉先生と馬場先

生、基礎から中川先生が選出されました。編集委員より4 名が加わる事によりそれを送り出した編集部

の責任は甚だ重いものとなってきた。しかし、全ての投稿論文を隅々まで知ることの出来る編集部なら

ば、厳粛に公平に忌憚のない意見が出る、即ち編集会議の厳しい議論を地でいけばそのまま正しい審

査に繋がる事を考えればこれもまた実際的な構成であることも納得して頂けるであろう。因みに、学会

費の優秀論文の審査基準として編集委員会で出た話は、学会を育てていく意味でもできるだけ若手の

方（卒業年次等で判断）を対象に考えていくべきだというコンセンサスが得られた。審査委員は皆若手で

はないがベテランであるので期待して戴きたい。若手の優秀論文の投稿を期待したい。 

（N・M） 

 


